
■道路反射鏡

　

総
務
企
画
委
員
会
に
は
、
平

成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
改
正
議
案
３
件
、
平
成
22

年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
議
案

の
５
件
に
つ
い
て
審
査
付
託
さ

れ
た
。

●
交
通
安
全
施
設
の
管
理

　
　

交
通
安
全
維
持
管
理
費
で

照
明
設
備
６
基
腐
食
し
て
お
り
、

修
繕
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

照
明
設
備
の
維
持
管
理
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
通
常
設
置
し
て
何
年
を
め

ど
に
修
繕
さ
れ
る
の
か
。

　
　

維
持
管

理
に
含
ま
れ

る
修
繕
は
、

道
路
照
明
灯
、

道
路
反
射
鏡
、

注
意
喚
起
標

識
な
ど
の
軽

微
な
部
分
の

修
繕
を
行
っ

て
い
る
。
何

年
で
修
理
す

る
と
い
う
管

理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
な
い
。
23
年
度
は
緊
急
雇

用
対
策
促
進
事
業
で
、
道
路
照

明
灯
、
道
路
反
射
鏡
の
台
帳
整

備
が
入
っ
て
お
り
、
一
つ
ひ
と

つ
確
認
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の

台
帳
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

●
防
災
専
門
官
の
採
用

　
　

非
常
勤
特
別
職
は
、
採
用

試
験
な
し
で
誰
で
も
採
用
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
職
員
の
採
用

計
画
、
行
革
も
含
め
た
人
員
管

理
計
画
へ
の
影
響
は
。

　
　

非
常
勤
特
別
職
な
の
で
、

地
方
公
務
員
法
の
適
用
は
受
け

な
い
が
職
員
と
な
る
の
で
地
方

公
務
員
法
に
準
じ
た
扱
い
と
な

る
。

　

職
員
の
採
用
計
画
、
人
員
管

理
計
画
は
常
勤
の
一
般
職
員
の

計
画
。
一
般
職
は
、
計
画
に
基

づ
き
減
員
し
て
い
る
。
特
別
職

に
つ
い
て
は
事
業
に
必
要
で
あ

れ
ば
必
要
に
応
じ
採
用
し
て
い

く
。
採
用
予
定
は
１
人
。
任
期

は
１
年
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

　
　

地
域
交
通
事
業
費
の
補
助

金
が
当
初
予
算
よ
り
増
え
た
要

因
は
。
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

の
事
業
計
画
と
現
状
と
の
差
は
。

　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
へ
の
、

国
庫
補
助
金
が
当
初
予
算
よ
り

９
３
２
万
１
千
円
減
額
と
な
り
、

こ
の
分
が
町
の
補
助
金
の
増
額

と
な
っ
た
。
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
営
運
行
決
算
が

４
９
０
万
４
４
５
２
円
の
減
額

と
な
り
、
そ
の
差
額
４
４
１
万

６
千
円
ほ
ど
の
町
補
助
金
の
増

額
に
な
っ
た
。

　

費
用
対
効
果
の
検
証
・
見
解

は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
の
乗

車
が
増
え
る
こ
と
で
満
足
度
が

あ
が
る
と
考
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
浸
透
す
る
に
は
３

年
ほ
ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

運
行
開
始
後
９
ヶ
月
の
検
証

と
し
て
、
ル
ー
ト
・
バ
ス
停
の

位
置
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
利
用

者
数
調
査
を
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

●
L
P
ガ
ス
の
備
蓄

　
　

地
域
防
災
費
の
燃
料
費
で
、

役
場
防
災
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
燃
料
の
種
類
は
。Ｌ
Ｐ
ガ
ス

は
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
防
災
費
の
燃
料
費
の

中
に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
入
っ
て

い
る
。Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
防

災
訓
練
用
で
予
算
執
行
し
て
い

る
。
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

携
行
缶
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
備

蓄
し
て
い
る
。Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
備
蓄
し

て
い
な
い
。

　

Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、

色
々
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

災
害
救
助
に
必
要
な
物
資
の
協

定
も
し
て
い
る
。
も
し
、
被
災

が
あ
っ
た
場
合
、
協
定
先
か
ら

拠
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
備
蓄
は
考
え
て
い

な
い
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
に
は
、
平

成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
補
正
予
算
２
件
、
条
例
改

正
、
廃
止
案
件
２
件
、
平
成
22

年
度
決
算
認
定
議
案
５
件
、
請

願
１
件
の
10
件
に
つ
い
て
審
査

付
託
さ
れ
た
。

●
省
資
源
化
を
考
慮

　
　

富
貴
小
学
校
体
育
館
耐
震

改
築
工
事
に
つ
い
て
、
大
幅
な

工
期
の
前
倒
し
と
太
陽
光
発
電

の
設
備
導
入
と
い
う
大
き
な
変

更
が
で
た
。
今
回
の
変
更
の
背

景
は
。

　
　

工
期
の
前
倒
し
に
つ
い
て

は
、
富
貴
小
学
校
の
児
童
が
体

育
館
を
利
用
で
き
な
い
期
間
を

最
小
限
に
と
ど
め
た
い
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
工
事
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
節
電
対
策
が
行

政
の
取
り
組
み
と
し
て
必
要
不

可
欠
と
判
断
し
た
の
で
、
急
遽
、

太
陽
光
発
電
の
設
置
を
計
画
し

た
。

　
　

太
陽
光
発
電
が
導
入
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
照
明
灯
に
つ

い
て
も
環
境
に
十
分
配
慮
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

通
常
の
照
明
器
具
よ
り
も

高
効
率
型
の
照
明
器
具
、
H
F

照
明
器
具
、
セ
ラ
メ
タ
ル
ハ
ラ

イ
ド
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
照
明
器
具
設
置

数
及
び
ラ
ン
プ
交
換
数
削
減
な

ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
化

を
考
慮
し
て
い
る
。

●
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム

　
　

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
が
運

用
さ
れ
、
緊
急
時
の
治
療
も
問

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

問答

問

問

問問

答

問答答

答

問答
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■松くい虫防除

題
な
く
処
置
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
平
成
22
年
度
で
最
寄
の

医
療
機
関
に
受
け
入
れ
て
も
ら

え
ず
、
遠
く
の
医
療
機
関
に
搬

送
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

搬
送
先
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
、

患
者
も
し
く
は
家
族
の
希
望
す

る
医
療
機
関
、
次
に
救
急
隊
の

判
断
で
医
療
機
関
を
決
め
て
お

り
、
管
内
の
医
療
機
関
で
対
応

で
き
て
い
る
。
か
か
り
つ
け
を

持
た
な
い
方
は
救
急
救
命
セ
ン

タ
ー
、
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
、
24
時
間
体
制
の
半
田
市

立
半
田
病
院
に
搬
送
。
ち
な
み

に
半
田
消
防
署
武
豊
支
署
で
は

最
寄
の
医
療
機
関
に
受
入
れ
し

て
も
ら
え
ず
、
遠
く
の
医
療
機

関
に
搬
送
さ
れ
た
例
は
な
い
と

の
こ
と
。
た
だ
し
脳
卒
中
、
心

筋
梗
塞
、
頭
部
損
傷
な
ど
重
篤

な
場
合
医
療
圏
外
に
搬
送
し
た

例
は
あ
る
と
の
こ
と
。

　
　

救
急
隊
と
医
療
シ
ス
テ
ム

が
連
絡
を
密
に
で
き
る
よ
う
な

体
制
が
あ
る
の
で
、
症
状
を
医

療
機
関
に
伝
え
、
か
つ
医
療
機

関
か
ら
迅
速
に
救
急
隊
に
指
示

が
届
く
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

そ
の
と
お
り
。
自
分
の
症

状
に
応
じ
た
診
療
可
能
な
医
療

機
関
の
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
、
愛
知

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
。

●
福
祉
医
療
給
付
金
の
認
定

　
　

福
祉
医
療
給
付
金
の
支
給

状
況
に
つ
い
て
、
人
数
、
金
額

と
も
に
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
。

　
　

施
設
入
所
者
の
中
で
、
身

体
障
が
い
の
方
ま
た
は
寝
た
き

り
の
方
は
、
認
定
の
取
り
扱
い

を
変
え
た
。
ま
た
、
施
設
入
所

の
方
と
町
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
に
つ
い
て
も
更
新
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
中
で
扶
養
に
入

っ
て
い
な
い
、
支
援
を
受
け
て

い
な
い
と
い
う
書
類
の
精
査
を

し
、
人
数
が
大
幅
に
減
っ
た
。

実
際
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
本

当
に
ひ
と
り
暮
ら
し
と
い
う
方

は
ど
の
よ
う
な
方
か
、
実
際
に

生
活
介
助
を
受
け
て
い
な
い
方

と
い
う
想
定
が
あ
る
の
で
、
町

内
に
一
人
で
、
近
所
に
親
族
も

み
え
ず
、
生
活
の
援
助
も
受
け

て
い
な
い
方
と
い
う
形
で
判
定

を
し
た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
工
事
請
負
契
約
２
件
、

平
成
22
年
度
決
算
認
定
議
案
４

件
の
７
件
に
つ
い
て
審
査
付
託

さ
れ
た
。

●
工
事
区
間
の
分
割
発
注

　
　

鉄
道
下
を
横
断
す
る
こ
と

で
細
か
い
条
件
が
入
っ
て
い
る

と
い
う
事
情
は
わ
か
る
が
、
指

名
業
者
が
２
社
で
は
、
競
争
性

が
損
な
わ
れ
る
。
他
に
幅
広
く

業
者
の
選
択
を
。

　
　

今
回
の
工
事
は
、Ｊ
Ｒ
を
横

断
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
か
ら
工
事

の
条
件
に
つ
い
て
文
書
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
の
方
法
で
な

け
れ
ば
Ｊ
Ｒ
の
同
意
が
も
ら
え

な
い
。

　
　

工
事
区
間
が
１
４
８
ｍ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
踏
切
に
つ
な

が
る
前
田
の
交
差
点
か
ら
通
常

の
雨
水
管
布
設
の
所
に
つ
い
て

は
、
工
区
を
分
け
て
二
つ
の
入

札
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

今
回
の
工
事
は
工
事
区
間

が
１
４
８
ｍ
で
踏
切
部
分
と
そ

れ
以
外
部
分
を
２
分
割
な
り
３

分
割
す
る
と
、
工
事
費
が
約
15

％
ほ
ど
ア
ッ
プ
す
る
。
今
回
の

工
事
は
国
の
交
付
金
を
受
け
て

行
う
工
事
で
あ
っ
て
、
施
工
条

件
だ
と
か
技
術
的
に
特
別
な
理

由
が
な
い
か
ぎ
り
分
割
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
工

事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
会
計
検

査
院
の
検
査
が
あ
る
の
で
、
設

計
の
根
拠
な
ど
の
検
証
を
さ
れ

る
。
会
計
検
査
の
と
き
に
対
応

で
き
な
く
な
る
の
で
、
基
本
的

に
分
割
で
き
な
か
っ
た
。

●
松
く
い
虫
防
除

　
　

壱
町
田
湿
地
と
自
然
公
園

の
松
く
い
虫
防
除
で
管
理
さ
れ

て
い
る
本
数
に
対
し
て
、
伐
採

さ
れ
た
松
は
何
本
か
。
ま
た
、

防
除
し
て
い
る
松
が
枯
れ
る
原

因
は
何
か
。

　
　

平
成
22
年
度
管
理
対
象
松

は
、
壱
町
田
湿
地
で
４
０
７
本
、

自
然
公
園
で
４
２
１
本
。
ま
た
、

伐
採
し
た
枯
れ
松
は
壱
町
田
湿

地
で
15
本
、
自
然
公
園
で
11
本
。

防
除
し
て
い
る
松
が
枯
れ
る
原

因
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
松
の
幹
に
あ
る
仮
道
管
に

多
く
繁
殖
し
、
薬
剤
注
入
効
果

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

松
く
い
虫
以
外
に
も
環
境
の
変

化
に
よ
り
樹
勢
が
弱
ま
っ
て
枯

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

名
古
屋
市
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
へ
の
緑
地
保
全
協
力
２
０

０
０
万
円
。
８
年
目
で
１
億
６

千
万
円
。
か
な
り
高
額
で
あ
る
。

町
が
単
独
で
購
入
し
、
管
理
す

る
の
に
か
か
る
費
用
は
い
く
ら

か
。

　
　

町
が
取
得
し
、
今
ま
で
と

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
維

　
　
　

持
し
て
い
く
に
は
、
４

　
　
　

千
数
百
万
円
の
ラ
ン
ニ

　
　
　

ン
グ
コ
ス
ト
が
毎
年
必

　
　
　

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
　
　

２
０
０
０
万
円
の
根

　
　
　

拠
に
つ
い
て
は
、
交
渉

　
　
　

に
よ
り
年
間
維
持
費
の

　
　
　

２
分
の
１
以
内
、
か
つ

　
　
　

２
０
０
０
万
円
を
上
限

　
　
　

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

利
用
者
は
、
21
年
の

　
　
　

デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、

　
　
　

町
民
28
・
８
％
、
名
古

　
　
　

屋
市
民
29
・
６
％
、
そ

　
　
　

の
他
41
・
６
％
に
な
っ

　
　
　

て
い
る
。

問

問

問

問 答答

問

答

答
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答
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●
同
意
第
３
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

岩
田　

花
子　

氏

　

▼
全
会
一
致
同
意

●
諮
問
第
３
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

山
田　

幾
代　

氏

　

▼
全
会
一
致
推
薦

●
承
認
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

　

号
）
標
高
マ
ッ
プ
印
刷
・
配

　

布
の
た
め
１
６
９
万
１
千
円

　

増
額
補
正
。

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
40
号

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
42
号

　

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

▼
賛
成
多
数
可
決

　
　

賛
成
15　

反
対
２

●
議
案
第
43
号

　

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
44
号

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
46
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
「
公
共
下
水
道
工
事

　
（
雨
水
調
整
池
）」

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
47
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
「
公
共
下
水
道
雨
水
管
渠

　

布
設
工
事
」

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
認
定
第
２
号

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
認
定
第
３
号

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
認
定
第
４
号

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

▼
賛
成
多
数
可
決

　
　

賛
成
15　

反
対
２

●
認
定
第
６
号

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
認
定
第
７
号

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
認
定
第
８
号

　

水
道
事
業
会
計

　

▼
全
会
一
致
可
決

　

９
月
定
例
会
で
文
教
厚
生
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
精
神
保

健
福
祉
施
策
の
充
実
を
求
め
る

請
願
」
を
賛
成
多
数
で
採
択
し

ま
し
た
。

賛
成
12　

反
対
5

■
請
願
事
項

　

武
豊
町
の
精
神
障
害
者
は
、

精
神
科
以
外
の
一
般
医
療
費
の

治
療
費
は
、
健
常
者
と
同
額
の

３
割
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
２
障
害
と
同
様
に
無
料
に

し
て
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案

決　

算　

認　

定

請　

願

意見書

　

９
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書

７
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
第
２
号

　

定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施

　

と
義
務
教
育
費
国
庫
制
度
拡

　

充
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
全
会
一
致
可
決

◆
意
見
書
第
３
号

　

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額

　

と
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
全
会
一
致
可
決

◆
意
見
書
第
４
号

　

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡

　

充
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
全
会
一
致
可
決

◆
意
見
書
第
５
号

　

原
発
か
ら
速
や
か
に
撤
退
し
、

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

　

発
と
普
及
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
3　

反
対
14

◆
意
見
書
第
６
号

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

　

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に

　

関
す
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
3　

反
対
14

◆
意
見
書
第
７
号

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
生
活

　

再
建
の
大
障
害
に
な
る
消
費
税

　

増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
3　

反
対
14

◆
意
見
書
第
８
号

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
早

　

期
の
建
設
促
進
を
愛
知
県
に

　

求
め
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
2　

反
対
15
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